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ほ場の耕怒と稲ワラ焼却がニカメイガ越冬幼虫に与える影響

田中尚智本 ・二井清友*

嬰約

ニカメイガの多発地域における越冬幼虫密度とほ場の耕転および稲ワラ焼却が越冬幼虫密度に与える

影響を調査し，その組み合わせの効果について検討した.

l 稲株における越冬後のニカメイガ幼虫密度は越冬前に比べて減少し，その減少率は三木市および古

川町で平均46.2%，加西市および東条町で平均69.8%であった.

2 ほ場の耕車去によるニカメイガ越冬幼虫密度抑制効果については， 1月の耕萩では無処理の約36%に

抑えたが， 10~12月と 3 f.1の耕絃は密度に与える影響が認められなかった. 11 f.I以降の 2聞の耕転は

幼虫密度をより減少させることが判明した.

3 稲ワラの焼却による幼虫死亡率は約90%と高かったが，稲株では約40%であった.稲ワラの焼却と

耕転を紘み合わせると，さらに越冬幼虫密度を減少させた.

Effect of Field Tilling and Rice S凶 wBurning ori the Density of Overwinterimg 

Larvae of Rice Stem Borer， Chilo suppressalis (Walker). 

Hisanori TANAKA and Kiyotomo FUTAI 

Summary 

(1) The mortality of the overwintering Iarvae was 53.8% at the Miki AgricuItural Extention Station and 30.2% at 

th巴KasaiAgricultural Extention Station. 

(2) Field tiIIing in Janu町 wasmost effective to decrease the Iarvae density in winter， but in October and March 

it was not巴ffective.Two tiIIings after November aIso decreased the Iarvae density. 

(3) Buming rice straw was尚 ctiveto decrease the Iarvae density. A convination of s回 wbuming and field 

tiIIing more effectively decreased the density of the moth. 
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緒嘗

兵庫県におけるニカメイガは1970年頃まで恒常的に発

生していたが，それ以降は少発生で経過してきたJ)と

ころが， 1990年頃から局地的に多発生し，三木市，古川

町，加西市，東条町，黒田庄町などで被害が増加した 2) そ

の原留については，ニカメイガの発生が少なくなり，基

幹紡除としてニカメイガの防除が省かれたこと，ウンカ・

ヨコバイ類対象の長期残効型の籍施用剤が普及し，潜在

化していたニカメイガが徐々に増えてきたためと考えら

れる.そのよ，これらの地域は越冬源となる稿ワラを果

樹厨などの敷きワラに利用しており，ニカメイガが越冬

しやすい環境と考えられる.

ニカメイガの幼虫は刈り取り直後，ほとんどのものが

稲ワラに生息しており，ほ場に残った稲株には20%程度

の幼虫が生息しているといわれている 5) 多発生地域で

は，ほ場に残った稲株の越冬幼虫も次年度の発生源とし

て考えられ，ニカメイガの生活環を断ち切るための効果

的な手段として，稿ワラの処分が知られている4.6) しか

し，稲株で越冬する幼虫に対し，ほ場の耕転が幼虫密度

に与える影響については明らかでない.

そこで，稲株における越冬幼虫密度の把握と耕萩する

時期，回数および稲ワラ焼却がニカメイガの越冬幼虫密

度に与える影響について調査し，防除手段の一方法とし

て検討したので報告する.
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材料及び方法

1 多発地域における稲株の越冬幼虫密度

三木市および吉川町においては，r出回錦jを栽培した

5ほ場で，越冬前の1993年11月と越冬後の1994年 3月に，

加西市および東条町においては，r日本晴Jを栽培した l

ほ場と f山田錦jを栽培した 2ほ場で，越冬前の1994年

11月と越冬後の1995年3月に，稲株における越冬幼虫数

を調査した.方法は 1ほ場につきランダムに20株の稲株

を掘り起こし，すべての茎を分解してニカメイガ幼虫の

生息状況を調査した.

2 耕転が越冬幼虫密度に与える影響

加西市民府町において，rしろたえもちJを栽培したほ

場を用い， 1995年10月31日， 12月27自， 1996年 1月31日，

3月5日に表4のとおりに、乗用トラクター(株式会社

クボタ製:L 1 -28)で耕栽した(1区40m
2
，1連制). 

越冬幼虫諦査は、耕転前の1995年10月31日に，0.6mx 
0.9m内の稲株10株を採集し，茎ごとに生存幼虫数を調査

した.耕転後については1996年 4月22日に，無処理!Rは

前述の方法で，処理区は0.6mXO.9m内の地表面および

地下lOcmまでの稲株および稲ワラを採集し，生存幼虫数

を調査した.

次に，東条町新肢において，r山田錦jを栽培したほ場

を用い， 1995年11月四日および1996年 1月13日に乗用ト

ラクター(株式会社クボタ製:L 1 -28)で耕恕した

(1笹山Om
2
，2連制) .越冬幼虫調査は，耕転前の1995

年11月16Bに，0.6mXO.9m内の稲株10株と地表面の稲

ワラを採集し，茎ごとに生存および死亡幼虫数を調査し

た.耕ま云後は1995年12月21B， 1996年2月6自に，前記

加西市と同様の方法で調査した.

表1 ニカメイガ幼虫の稲株越冬状況-1

越冬前 (1993/11) 越冬後 (1994/3)
調査地点

株率茎率虫数 株率菜率虫数

三木市久次 92.5 15.6 78.0 50.0 3.5 16.0 

模 60.0 6.0 19.5 22.5 1.9 7.0 

盟脇 40.0 4.~ 18.0 45.0 4.3 18.0 

古川町東田 20.0 2.2 8.0 20.0 1.1 4.0 

米田 58.6 6.5 32.6 30.0 2.1 8.0 

株率，茎率:在虫株率，茎率(%)

虫数:20株あたりの生存幼虫数

3 棉ワラ焼却と耕転が越冬幼虫密度に与える影響

黒岡Et町補地において，r山田錦Jを栽培したほ場を用

い，稲刈り恵後の1995年11月 l自に稲ワラを焼却し， 1995

年12月3臼に乗用トラクター(株式会社クボタ製:L 1 

-28)で耕恕した(1区50m2，2連制) .越冬幼虫調査

は，耕転前の1995年11月16日に，0.6mXO.9m内の稲株10

株を採集し，茎ごとに生存および死亡幼虫数を調査した.

耕転後は1996年 3月4日に，無処理区は上記の方法で，

処理区は0.6mXO.9m内の地表溜および、地下lOcmまで

の稲株と稲ワラを採集し，茎ごとに生存および死亡幼虫

数を調査した.

次に，上記と問じほ場において， 1995年11月16呂に石

灰窒棄を施用し， 1995年12月3Bに乗用トラクター(株

式会社クボタ製:L 1 -28)で耕恕した(1区50m
2
，2 

連制).耕転前の越冬幼虫調査は1995年11月16日に，耕

転後の前査は1996年3月4日に，前述の方法で実施した.

結 果

1 多発地域における稲株の越冬幼虫密度

1992年頃から多発している地域でのニカメイガ幼虫の

越冬状況は，表 1および表2に示すとおりである.三木

市毘脇，東条町長谷では越冬前，越冬後の窃度がほぼ同

じであったが，その他の地域では越冬後の密度は50%以

下に減少した.その越冬数は20株あたり 4~18頭(王子均

10.8頭)であった.また，三木市および吉JII町における

1993年の越冬後幼虫密度は，越冬前の約33%(平均10.6

頭)に，加西市および東条町における1994年の越冬後幼

虫欝度は越冬訴の約65%(平均11.0頭)に低下した.

1田耕転における時期到の幼虫密度は，表4に示すと

おりで 1月に耕怒した場合がもっとも幼虫密度に与え

る影響が大きく，生幼虫数で 1/らに減少した(無処理

!R1/2) .10月 ~12月あるいは 3 舟に耕怒した場合は

表2 ニカメイガ幼虫の稲株越冬状況ー2

越冬前 (1994/11) 越冬後 (1995β)
調査地点

株率菜率虫数 株率菜率虫数

加西市桑原田閃.0 4.9 24.0 35.0 2.9 10.0 

東条町新庄 25.0 3.7 13.0 20.0 1.7 6.0 

長谷 35.0 3.8 14.0 55.0 4.2 ・17.0

株率，茎率:在虫株率，茎率(%)

虫数:20株あたりの生存幼虫数
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表3 連続した耕転がニカメイガ越冬幼虫密度に与える影響(東条町)

1問自

(耕転1995.11.19) 耕転1996.1.13) 
(採集1995.11.16) ;;;m-，b採集1995.12.21)採集1996.2. 6) 

被 害 調 査 調査 ・・ 調査
処理区 茎 率部位生虫死虫部位生虫 死虫部位生虫 死虫

耕転寵計 94.2 稿ワラ 127 22 表面 97 13 表面 32 4 

稲株 225 9 地下 54 11 地下 26 2 

合計 352 31 合計 151(41.1) 24 合計 58(23.0) 6 

無処理区計 88.7 稲ワラ 52 7 稲ワラ 84 9 稲ワラ 45 10 

稲株 224 25 稲株 204 18 稲株 153 8 

合計 276 32 合計 288(100) 27 合計四8(100) 18 

数字は20株あたりの幼虫数， ( )内は無処理に対する補正密度指数

表題:地表面の稲ワラおよび稲株 地下:地下lOcmまでの地中の稲ワラおよび稲株

表4 耕転の時期と屈数がニカメイガ幼虫密度に与える

影響(加西市， 1996年)

耕転時期(年.Y3) 

回数 1995 1996 

1o 11 12 1 3 

1回 O

幼虫密度

耕転前 耕転後

(10/31) (4/22) 

表5 稲ワラ焼却後の耕転がニカメイガ越冬幼虫密度に

与える影響(黒田庄町)

焼却後密度

(1995.11.16) 

死虫
処理区

焼却・耕萩後響度

(1996.3.4) 

18 10 (101.0) 

6 ( 77.9) 

10 ( 90.9) 

4 ( 36.4) 
8 (207.8) 

焼却+耕転区 32 (24.2) 26 3 ( 3.6) 

耕転区 130 (94.1) 2.5 10.5( 12.7) 

無処理 136 (100) 7 83 (100 ) 

数字は10株あたりの幼虫数， ( )内は対無処理比

耕転月日:1995.12.3 
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O 7 

2題 o 0 20 12 (109.1) 

o 0 9 6 (121.2) 

o 0 9 2. ( 40.4) 

o 0 7 2 ( 51.9) 

無処理 20 

数値は生存幼虫数， ( )内は補正密度指数

11 (100 ) 

表6 稲ワラ焼却後の石灰護素施用と耕転がニカメイガ越冬幼虫密度に与える影響(黒田庄跨)

焼却・

被害 寄生調 査(採集1995.11.16) 補 正 調 査 ( 採 集1996.3.4)

処理区 茎率(%)菜率(%)部位 生虫 死虫死虫率部位 生虫

焼却+在灰+耕転 99.2 37.3 稲ワラ 5 79 92.8 面 O 
議素区 稲株 42 34 41.9 地中 l 

合計 47(23.7) 113 67.8 合計 1 ( 5.1) 
一一ー一ー四一一一 一一司】『町市-- - - - 明 白 】 凶 世 田 町 向 日 目 』 司司一ーー一一目】ー由明閉柵冊目】目白百四一ー一一一ー一ー一一一甲山ーー一一山田ー『司市一四】ー『 叩

::fi灰十耕萩区 98.9 54.7 稲ワラ 29 12 表面 16 

議素 稲株 180 7 地 中 2 
三口込 舌i3t 209 19 合計 18( 20.5) 

無処理 42.3 稿ワラ 62 

稲株 136 

合計 198(100 ) 

数字は10株あたりの虫数，()内は無処理に対する補正密度指数

表部:地表臨の稲ワラおよび稲株 地下:地下lOcmまでの地中の稲ワラおよび稲株

焼却月日:1995.11. 1荷灰窒素施用月 13: 1995.11.16 耕転月日:1995.12.3 

99.4 円
心
ワ
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Q
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稲ワラ 55 

稲株 28

合計 83(100 ) 



兵庫県農業技術センター研究報告〔農業編〕第48号 (2000) 61 

越冬幼虫密度に対する影響がほとんどみられなかった.

2 耕転が越冬幼虫密度に与える影響

2間耕恕した場合の幼虫密度に与える影響は， 12月あ

るいは 1月と 3月の 2関耕栽が幼虫密度を減少させ 1

月の l屈耕恕とほぼ同等であった.この組み合わせ以外

では耕絃による越冬幼虫密度の減少は認められなかった.

次に，表3に示すとおり， 11月と l丹に 2盟耕怒した

場合 1閉巨の耕転後に越冬幼虫礎度の減少が認められ，

2間日の耕蒜後には，約 1/6と顕著な密度低下が認め

られた.

3 稲ワラ焼却と耕転が越冬幼虫響度に与える影響

稲ワラを焼却すると，表5に示すとおり，明らかに越

冬幼虫は死亡し，無処理と比較して約20%程度に減少し

た.稲ワラを焼却した後に耕恕するとさらに越冬幼虫密

度は減少し，無処理の 6%程度となった.また、表 5，6

に示すように，焼却に石灰窒素の施用を組み合わせても

越冬幼虫密度に大きな影響を与えず，語度低減効果は認

められなかった.

考察

兵庫県下のニカメイガ多発地域における越冬幼虫密度

調査において，越冬後の幼虫密度は減少することが判明

し，その減少率は三木市および古川町で平均46.2%，加

西市および東条町で平均69.8%であった.稲株で、越冬し

ている幼虫の死亡要留としては，ズイムシサムライコマ

ユパチやトノサマガエjレなどの天敵の攻撃や，生理的な

条件によるものと考えられている 5)が，異常多発地域の

三木市および古川町では 1m
2
あたり 3.7~16. 7頭，加西

市および東条町では5.6~15. 7頭の幼虫が越冬しており，

その密度は非常に高いと考えられた.

越冬幼虫密度と第 l世代被害との間には高い棺関が認

められており 3)越冬幼虫を減らすための冬季の対策と

して，耕訟と焼却が考えられる. 1月に耕:転すると越冬

幼虫に与える影響が大きく，響度は減少することが明ら

かになった.また 2回耕恕する場合でも 1月の耕転が

l間入っておれば用等の効果が得られることから，少な

くとも厳寒期に l田耕恕することで，幼虫掛度は低下で

きると考えられる.密度抑制の要因としては，耕転によ

る物理的死亡が大きいと考えられる.

また，稲ワラの焼却によって越冬幼虫轡度はほぼ 1/

4に低下し，十分な密度抑制効果が認められたことより，

稲ワラ焼却は越冬幼虫の密度を減少させる有効な方法で

ある 7) ことが確認された.さらに，稲ワラ焼却と耕転の

組み合わせを実施したところ，越冬幼虫密度は激減し，

1/16以下に抑えられた.焼却した稲ワラの死虫率は高

く， 90%以上を示したが，稲株では40%程度と，焼却の

影響は少なく，耕転が必要と考えられた.このように，

稲ワラ焼却において，地上部では熱の影響を受けやすく，

燃え尽きない場合でも死亡する個体が多く，効果は高い

と考えられるが，地下部では影響を受けにくいことが明

らかになった.

これらのことから，越冬幼虫密度を抑制する手段とし

て， 12月までに稿ワラを焼却し，幼虫密度を下げ，その

後 1月の厳寒期に 1閉耕転することにより，稲ワラおよ

び稲株の越冬幼虫に対する密度抑制ができると考えられ

る.
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